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＜点   鐘＞  会長 平林 英一 

 

＜ロータリーソング＞  我等の生業 
 
＜会長の時間＞  会長 平林 英一 
 

今日はロ－タリ財団の寄付の協力ありがとうございます。

本当に感謝申し上げます。 

午前中にロ－タリクラブ新会員へのオリエンテ－ション

が行われました。剱田ガバナー補佐には貴重なるご指導あ

りがとうございました。二人の新しい高山中央クラブの仲

間が増えます。この後とてもうれしい入会式が行われます。

よろしくお願いします。 

昨日は大阪府知事と市長のダブル選挙、予想されたと思う

のですが、大阪維新の会が組織政党に勝利しました。 

「独裁」を宣言したことが、逆に大阪人にわかりやすかっ

たのか、強いリーダーシップと変革改革を求めたといえま

す。 

小泉劇場を思い出しますが、改革、変革という言葉は現在

の政治、経済の閉塞感から、気持ちがよく感じるのもわか

るような気がします。 

ただ心配は、教育基本条例案、教育に市場原理主義を入れ

込もうとしていること。 

教育は、1 年や、2 年で結果が出るものではないし、求め

るものではない。 

日本の将来を担う子供たちにとって為になるよう、現場の

教育者、政治家そして府民と意見を交換しオープンに行わ

れることを願うばかりです。 

それにしても大阪人は明るいですね。私も尐しは関西人な

ので、橋下市長に大阪の将来が楽しみであり期待したいで

す。 

 

 

＜幹事報告＞      幹事 新宮 一郎 
 

◎国際ロータリー第２６３０地区 ガバナーより 

・復興支援プロジェクト  

～八軒中学校吹奏楽合唱部ＣＤ～販売協力について 

 

○高山西ロータリークラブより 

・例会変更のお知らせ 

12月 23日（金）法定休日 休会 

12月 30日（金）定款により休会 

１ 月 6 日（金)→７日(土) 新年家族例会  

ホテル高山宝生閣 

 

＜入会セレモニー＞ 

 

西倉 良介 さん 

S30年 1月 18日生まれ 

高山市副市長 

職業分類 官公庁/行政 

推薦者  島 良明 

 

推薦者  島 良明 

西倉良介さんを紹介します。職業分類は、官公庁/行政で

役職は高山市副市長です。この様に行政に直接関る人が我

がクラブのメンバー(仲間)だったらいいな～と思い、いろ

んな所で出会う度に声を掛けさせて頂きました。念願叶っ

て本日高山中央ロータリークラブへの入会となりました。

今後とも、高山市の発展とロータリークラブの活動にご尽

力頂きたいと思います。 

 

大原 誠 さん 

S30年 4月 18日生まれ 

飛騨信用組合 専務理事 

職業分類 金融/信用組合 

推薦者  新井 信秀 

 

推薦者  新井 信秀 

大原誠さんを紹介します。昭和 30 年生まれで出身は神岡

町です。飛騨信用組合の専務です。話す物腰は非常に柔ら

かく口調も静かですが、いざ借入の話の際にはさすが金融

人、大変厳しくなります。 

趣味は、強いて上げればゴルフだそうですので、皆様これ

から長いお付き合いをよろしくお願いします。 

 

  

◆会長  平林 英一   ◆幹事  新宮 一郎   ◆会報委員長 岩本 正樹   ◆会報担当 橋本 修 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

903 回 
51名 51名 44名 － 88.24% 

前々回 

901 回 
49名 49名 45名 2名 95.92% 
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<本日のプログラム＞ 

ロ-タリー情報委員会   谷腰 委員長 
 
ＩＭＤ報告      

黒地 重雄 新会員 
 

１０月１７日に行われたＩＤＭについて報告をさせて頂

きます。 

剱田様より、第２６３０地区の現状と未来について説明を

受けました。感想は、

現状、会員数減尐傾

向にある事を知り

ました。今後、例会

には積極的に参加

し、自分を磨く場と

したいと思いまし

た。島様より、国際

ロータリーの歴史

と活動についてお話がありました。感想は、ロータリーと

は、自分を磨き人を育て、時には慈善行為、ボランティア

活動などを行う世界的な団体だと言う事を再認識しまし

た。決議 23-24第１条の中よりロータリーは「最もよく奉

仕する者、最も多く報いられる」という実践的な倫理原則

に基づくものである。また、第２条①～④の文言について

も今後学び、実践して行きたいと思いました。 

橋本様より、ロータリーアンのモラルについてお話があり

ました。感想は、ロータリーアンは他を批判しない事(国

家、世界に対しても)政治的なことには関らない事、例会

出席率６０％以上、セクハラ的なことは避ける事などモラ

ルについて説明がありましたが、今後気を付けていきたい

と思います。全体的な感想として、やはり例会には出席し、

また自分自身を磨き、職場や地域社会で「奉仕の理想」の

推進に専念して行きたいと思います。 

尚、会議後新会員歓迎会をして頂き誠にありがとうござい

ました。 

高殿 尚 新会員 
 

新人メンバーの高殿なおしでございます。 

まずは、他クラブもありますが、一番に入会のお誘いを受

けて入会しました。

ご縁を頂きました、島さん、伊藤さんに感謝します。 

また、立場上、特別会員としての配慮も頂きました事にも、

感謝を申し上げます。 

先日、IDMを受けさせて頂きました。ロータリーとは･･･

の、歴史、組織、奉仕の理念等について･･･ 

感じたことは、厳しい経済状況の中で、遊びでもなく、仕

事でもないロータリー活動を組織で活動するには、100人

100様です。 

個々の解釈や目的、

あるいは活動には、

正解も間違いもな

いと思います。 

で、あるならば、

大切なことは、メ

ンバーが一つにな

って目的の達成に

向けてメンバー全員が目的に向かって同じ方向に向くこ

とではないかと･･･ 

世界組織のロータリーが、大きなカテゴリーは同調しなが

らも、横並び主義や前例主義にこだわることなく、私たち、

高山市の中央ロータリーならではの活動をしなければな

らないと、新人メンバーならではの意見として、述べさせ

ていただきました。 

また、個人としては、異業種の若い方からベテランのメン

バーは、地域の経済のみならず、地域貢献に率先されてい

るリーダーばかりです。 

現場の声はまさに「生」であり、「旬」であり、「的確」な

ものばかりです。こういった地域の声をお聞かせいただけ

ることは今の立場では、大変ありがたく、貴重な機会であ

ります。 

今後は、自分磨きの為にも、今後も出来うる限り例会にも

出席し、活動の一助となればと、ロータリー活動に頑張っ

てまいります。 

改めて、こうしたご縁を頂きました事に、心から感謝を申

し上げながら私のスピーチとさせていただきます。 

 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

本日から入会頂きます、西倉良介さん、大原誠さん今後と

もよろしくお願い致します。 

本日の例会はロータリー情報委員会です。新会員の高殿さ

ん、黒地さんスピーチをよろしくお願いします。 

            理事役員一同 
 

西倉良介さん、大原誠さん、高山中央ロータリークラブに

入会頂き誠にありがとうございます。今後、高山中央ＲＣ

の輝く星として頑張って下さい。     

      平林 英一・新宮 一郎 
 

西倉良介様、大原誠様、入会おめでとうございます。心よ

り歓迎申し上げます。ロータリーアンとして語り合いまし

ょう。長いお付き合いをよろしくお願い致します。 

新井 信秀・永井 信次・伊藤 正隆・三枝 祥一 

針山順一朗・村瀬 祐治・今井 俊治・冨士井 忠男 

 

本日は面白い報告ができませんのでニコニコへ。周 信夫

 
 
 
 
西倉良介さん、大原誠さん気軽な気持ちで出席してくださ

い。妻の誕生日に花をありがとうございました。外孫や親

類の孫など大勢が来てくれて久しぶりに女房の笑顔が見

えました。感謝。 松之木 映一 
 

11/25～11/27 まで東日本激励ツアーに永家さん達と行っ

て来ました。宮城県南三陸町は今現在でも復旧・復興の目

処は全くなく目を覆いたくなるような状態でした。皆さん、

今後も応援しましょう。 島  良明 

 

島さんと数名の方で宮城県、岩手県へ行って来ました。改

めて震災の凄さを目の当りにして今の自分達がいかに幸

せであるか気づかされました。 永家 将嗣 

 

今月の誕生日にはプレゼントを頂きありがとうございま

した。 仲谷 政美 

 


